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【ビバーク】

ト
ラ
ブ
ル
な
ど
が
あ
っ
て
遅
く
な
り
、

屋
外
で
マ
エ
疋
外
の
仮
眠
を
と
る
こ
と
を
い

【ゴア］
ゴ
ア
テ
ッ
ク
ス
の
略
。
ゴ
ア
テ
ッ
ク
ス

は
防
水
・
透
湿
性
素
材
の
商
標
だ
が
、
最

近
で
は
防
水
・
透
湿
性
素
材
の
生
地
を
指

す
一
般
名
称
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。
実

際
に
、
規
則
で
装
備
品
に
「
ゴ
ア
の
レ
イ

ン
ウ
エ
ァ
」
と
指
定
さ
れ
て
い
て
も
、
防

水
・
透
湿
性
が
同
等
で
あ
れ
ば
、
問
題
は

な
い
場
合
が
多
い
。

【パフ】
ス
ペ
イ
ン
の
メ
ー
カ
ー
の
商
品
名
だ
が
、

ネ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
マ
ー
の
代
名
詞
に
な
っ
て

い
る
。
頭
に
巻
い
て
帽
子
、
口
に
当
て
て

マ
ス
ク
、
水
に
つ
け
て
ネ
ッ
ク
ク
ー
ラ
ー

な
ど
と
い
っ
た
用
途
が
あ
り
、
実
は
１
年

を
通
し
て
使
え
る
便
利
品
だ
。

【エスケープルート】

天
気
が
急
変
し
た
り
ケ
ガ
を
し
た
り
と
、

ト
ラ
ブ
ル
な
ど
で
早
く
移
動
し
た
い
場
合

に
使
え
る
近
道
の
こ
と
。
し
か
し
、
精
神

力
が
弱
い
場
合
に
も
、
つ
い
つ
い
使
っ
て

し
ま
う
（
？
）
諸
刃
の
剣
で
も
あ
る
。

山
を
舞
台
に
す
る
ト
レ
ラ
ン
で
使
わ
れ
る
用
語
に
は
、
口
ｌ
ド
ラ
ン
ナ
ー
が
使
う

言
葉
の
ほ
か
に
、
登
山
や
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
用
語
も
使
わ
れ
る
。
分
か
っ
て

い
れ
ば
ス
ム
ー
ズ
に
意
思
疎
通
が
で
き
る
け
れ
ど
、
今
さ
ら
聞
く
の
も
恥
ず
か
し

い
（
？
）
…
そ
ん
な
ト
レ
ラ
ン
で
使
わ
れ
る
言
葉
や
略
語
を
解
説
し
よ
う
。

【
ト
レ
ラ
ン
の
一
般
用
語
〕

【必携装備品】

食
料
や
手
袋
な
ど
、
レ
ー
ス
に
出
場
す

る
際
に
必
ず
所
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

装
備
品
。
Ｕ
Ｔ
Ｍ
Ｂ
な
ど
大
規
模
な
レ
ー

ス
で
は
事
前
に
チ
ェ
ッ
ク
が
入
る
。
類
語

と
し
て
「
推
奨
装
備
品
」
が
あ
る
が
、
こ

ち
ら
は
〃
推
奨
″
な
の
で
、
必
携
で
な
く

てもよい。

【お花摘み】

女
性
が
用
便
を
足
す
こ
と
の
隠
語
で
、

き
じ

男
性
の
場
合
は
「
雑
撃
ち
」
と
い
う
。
お

花
を
摘
ん
で
い
た
り
、
キ
ジ
を
撃
っ
て
い

た
り
す
る
よ
う
に
も
見
え
る
た
め
に
、
こ

の
よ
う
に
言
わ
れ
て
い
る
。
隠
れ
る
と
こ

ろ
が
な
け
れ
ば
、
新
聞
紙
を
広
げ
て
読
ん

で
い
る
ブ
リ
を
す
る
手
も
あ
る
。

［コンパス直進】

現
在
地
と
目
的
地
を
把
握
し
て
コ
ン
パ

ス
を
合
わ
せ
、
コ
ン
パ
ス
の
示
す
方
向
に

真
っ
す
ぐ
進
む
こ
と
。
実
際
に
は
崖
や
川

な
ど
が
出
現
し
、
直
進
す
る
こ
と
は
難
し

い
。
類
語
に
「
コ
ン
タ
直
進
」
が
あ
り
、

等
高
線
に
沿
っ
て
進
む
こ
と
を
い
う
。

う
。
そ
の
た
め
の
薄
く
て
軽
い
簡
易
テ
ン

ト
が
「
ツ
エ
ル
ト
」
で
、
お
守
り
と
し
て

パ
ッ
ク
に
忍
ば
せ
て
い
る
人
も
多
い
。

一レースで使う用語

Ｌ 二
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１今月のお気に入り
最高の防水性で､違和感のない黒一ショーワグローブTEMRES防寒テムレス(黒)壱
一'■■---'■■-．｡｡,ﾛ・！ﾛ｡--，■｡！■■＝,■・・ﾛ，‘ﾛ。,ﾛ・-＝-＝-‘＝'ローーーーーー'■■-＝！■■'■・一'■｡-・'■■-＝!■■一・口'‘■■--，．．---'･・

いくら防水性の高い手袋でも、
時間がたつと濡れてくることが多
い。そこで、水仕事用のゴム手袋
を使う人もいるだろう。完全防水
で価格も手頃。透湿性のある生地
で蒸れず、裏起毛が付いて防寒も
バツチリ！と、全部入りの手袋
が「防寒テムレス」だ。
以前は、トレイルランにふさわ
しくない（？）ビビッドなカラー

ちどうちよ

に蹟蹟したが､最新版は､その「欠
点」だった色がベーシックな黒と
なり､バツと見では水仕事用のゴ
ム手袋には見えないデザインとな

。 つた．
本来は冷凍庫などでの作業や、
雪かき、水産業などの重作業に使
うことを考慮して厚手の作りにな
っているため、トレランで尖った
岩に手をついたり、ロープをつか
んだりしても、すぐに切れるよう
なことはない。
値段的には、水仕事用としては
１ケタ高めだが、山用としては１
ケタお安めの２０００円十税。ト
レランに使うにはリーズナブルで、
頼りになるこの手袋で快適に走っ
ちゃおう。

』、

Ｌ

水
る、

、’１Ｖ

声轄手わ
かき、
ことを 慮して

め、ト
Ｉ.、存１１

厚手の作
レランで

＄¥

も手頃。
ず、裏削で蒸れ

バッチ
手をつし
りしてモ

蕊
謬

奮．、レス」だ
レイルラ

ことはな
値段的に

’（？
,たが

な
そ
ド
主

だ
、-ノ

Ｏ
Ｊ
Ｉ

乞い峠争
た色が
シと見
は見え

M , L , L L
2000円十税華
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卜
し
ラ
ン
用
五口二一口

の
基
礎
知
識

ビ
ギ
ナ
’
も
達
人
も
要
確
認



トレイルランニングをこよなく愛する人たちに贈るデイーブな情報

【ドロップバッグ一

長
距
離
レ
ー
ス
の
途
中
に
あ
ら
か
じ
め

預
け
る
バ
ッ
グ
の
こ
と
で
、
着
替
え
や
食

料
、
電
池
な
ど
を
入
れ
て
お
く
。
使
用
後

に
次
の
地
点
へ
転
送
さ
れ
る
場
合
と
、
最

初
か
ら
数
個
用
意
す
る
場
合
と
が
あ
る
。

類
語
と
し
て
デ
ポ
（
デ
ポ
ジ
ッ
ト
）
が
あ

り
、
コ
ー
ス
途
中
に
物
資
を
置
い
て
お
く

ことをいう。

【第０関門】

ネ
ッ
ト
申
し
込
み
の
こ
と
で
、
「
ク
リ

ッ
ク
合
戦
」
と
も
い
う
。
ハ
セ
ッ
ネ
の
よ

う
な
人
気
大
会
は
、
申
し
込
み
開
始
後
約

加
分
で
定
員
に
達
す
る
。
こ
の
異
様
な
殺

到
状
況
か
ら
、
第
０
関
門
と
名
づ
け
ら
れ

ている。
【ポイント】

大
会
の
難
易
度
に
よ
っ
て
付
け
ら
れ
た

点
数
。
長
距
離
の
人
気
大
会
に
出
る
に
は
、

他
の
大
会
で
完
走
し
た
実
績
が
必
要
な
た

め
、
そ
れ
ら
を
数
値
化
し
た
ポ
イ
ン
ト
に

よ
っ
て
、
申
し
込
み
の
可
／
不
可
が
決
ま

ヲ（》０【ブリーフィング】

ス
タ
ー
ト
直
前
の
コ
ー
ス
説
明
な
ど
を

い
う
。
山
間
部
を
走
る
た
め
に
自
然
の
影

響
を
受
け
、
急
に
コ
ー
ス
が
延
び
た
り
短

く
な
っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
、

パフはおしゃれアイテムでもある
から､ウエアの色に合わせてたく
さん用意しておこう。特に大会
用特注品は､話のネタにもなる。

【ＵＴＭＢ】

ト
レ
ラ
ン
世
界
最
高
峰
の
大
会
と
も
い

え
る
「
ウ
ル
ト
ラ
ト
レ
イ
ル
・
デ
ュ
・
モ

ン
ブ
ラ
ン
」
の
略
。
た
だ
し
Ｕ
Ｔ
Ｍ
Ｂ
は

大
会
の
総
称
で
も
あ
り
、
Ｕ
Ｔ
Ｍ
Ｂ
、
Ｔ

Ｄ
Ｓ
、
Ｃ
Ｃ
Ｃ
、
Ｏ
Ｃ
Ｃ
、
Ｐ
Ｔ
Ｌ
と
い

う
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
あ
る
。
最
近
は
Ｔ
Ｊ
Ａ

Ｒ
（
ト
ラ
ン
ス
ジ
ャ
パ
ン
ア
ル
プ
ス
レ
ー

ス
）
、
Ｉ
Ｔ
Ｊ
（
伊
豆
ト
レ
イ
ル
ジ
ャ
ー

ニ
ー
）
、
Ｓ
Ｔ
Ｋ
（
ス
パ
ト
レ
イ
ル
〔
四

万
ｍ
草
津
〕
）
な
ど
、
大
会
名
を
略
語
で

言
う
こ
と
が
増
え
て
き
た
。

｛ＣＴ｝
コースタイムの略。「ＣＴ頓時間」

と
あ
れ
ば
、
軽
装
備
の
中
級
登
山
者
で
４

時
間
半
か
か
る
と
い
う
こ
と
。
ト
レ
ラ
ン

の
場
合
は
、
登
山
よ
り
も
装
備
が
少
な
い

の
で
「
Ｃ
Ｔ
の
６
割
で
走
っ
た
」
な
ど
と

短
縮
率
で
言
う
こ
と
が
多
い
。
こ
れ
に
対

し
「
Ｆ
Ｋ
Ｔ
」
は
甸
閉
扇
里
【
ロ
○
ミ
ニ

弓
目
①
の
略
で
〃
最
高
タ
イ
ム
〃
を
い
う
。

【ＴＮＦ】
アウトドアブランド「ザ・ノース・

フ
ェ
イ
ス
」
（
目
胃
ｚ
日
普
甸
胃
巴
の

略
で
、
ノ
ー
ス
と
略
さ
れ
る
こ
と
も
。
似

た
よ
う
な
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
並
び
の
も

の
に
Ｄ
Ｎ
Ｆ
、
Ｄ
Ｎ
Ｓ
が
あ
る
が
、
そ
れ

ぞ
れ
、
途
中
リ
タ
イ
ア
ｅ
昼
ｚ
昌

甸
目
普
）
、
不
《
李
加
ｅ
昼
ｚ
ｇ
聾
胃
ユ

の意味。
エ
イ
ド
の
数
や
、
倒
木
や
湧
き
水
の
有
無

な
ど
と
い
っ
た
情
報
は
、
装
備
品
、
ウ
エ

ア
、
シ
ュ
ー
ズ
の
準
備
に
影
響
す
る
の
で
、

し
っ
か
り
聞
い
て
お
こ
う
。
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２００２年に富士登山競走
出るも８合目手前で失格。
年の初マラソンは福知山
４時間。１月は読図大会。
ンの速さより､正確さがタ
ムアッブにつながることを
威１，夫しか”

に
同
で
ラ
イ
痛

‘，､、､.〃

蚤璃 謹〆《》準一
■》・だ畷 韓 蕊蕊

宮口胃

置置ー

』』
今今 熱

r蝉！

､▲､▲

鱒!'､動き匂

一口《一 耐』耐』

＝
一

甲

画 ● ■

ー

3皇毒己 二

声 一 ～

足柄駅で乗り換えランー乗り換えなのにLSD!?-
---．．．-．･■＝!■・”'-'■・一一・ﾛ’'＝！■■-・！■■--｜＝-・・・｡'｡一一‘＝---，口・--‘＝'■・'・・-ー'■■!■。ー--'■”!■■1口■．・・,・・-'■・ー'ﾛ｡'ﾛ-
“乗り換え''というと､通常は｢新

宿駅でJRから私鉄へ乗り換え
る」というように、近くにある同
じ駅名の別路線を使うことを指す。
たが、ここで紹介する、JRから
小田急線への「足柄駅乗り換えラ
ンｊは一味違うものだ。よ～く考
えたら､途中に足柄峠(759m)
を挟む、静岡・神奈川の両県にま
たがる、約６時間・距離２５kmの
乗り換えになる。年間数人が挑戦
しているが、トレイルランナーな
らLSD_として利用しよう。
峠までは、静岡県側がのどかで

急勾配、神奈川県側がなだらかな
市街地。静岡(JR)発なら、後
半に市街地を走るし、電車が並行
して走るので安心できてお勧めだ。
スタートはJR御殿場線の足柄

駅。すぐに坂が始まるが、道が狭
いし急なので、アップがてらスロ
ースタートしよう。６km走り、足
柄峠の案内板から左へ駆け上ると、
富士山を一望できる城跡に到着す
る。テーブルも設置してあるので、
休憩がてら富士山をバックに自撮
りして「乗り換え中」と投稿する
のも◎・足柄峠を過ぎて神奈川県

うかな
う、後

側は、国道７８号線と並行して、 爵伊豆箱根鉄道芙羅繭駅手前まで
足柄古道が整備されており、石畳
を含むトレイルを楽しみたい。 御小田急線の足柄駅に到着したら畷
電車で箱根湯本の温泉へ。その後、線

識ロマンスカーで反省会をしながら
帰れると理想的だ。あとは乗り換
えランの報告をSNSに上げて仲
間の反応を楽しもう。

東京駅を発着点として
時間:電車で往路約２時間半､復路約２時間
乗換:約６時間
距離;２５ｍ

とい
名の

卜 星
小 ノ

路線
に、近
を使う
介する

れてお
楽しみ
駅に到

、
Ｌ
Ｆ

ノ蓑却ダートはＪ
すぐに坂が

一 一
､ 一 一

急線へ
Ｒ
換

Ｊ

り
到着し
へ。そ
をしな
とは乗

で、アップがてら
しよう。６km走り

く
ｍ

-
９
よだく で反ｆ

唄的だ。
がら
り換

（〆一］
遅軋

マン入
れると
ランの

ら、途に
む、静
る、約
換えに

箱根湯本
＆になる

が、卜
年間
イルＩ テン Ｌ をバツ

中」と
いる
３Ｄ_〈
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….神奈川県スタートの場合､峠から約1km下ったところで左に曲がる｡道なりに大きな道路を進むと､遠回りになってしまうので注意。
Runninqmo90ZineCou｢irl,I{､リコームド，

スタート
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